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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月16日(2017.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  圧縮機抽出流体の流れを含むガスタービン組立体（１００）であって、
  内部にボアを備えていない中実ホイール（２２５）と、
  タービン後方シャフト（２２８、３１２）と、
  前記中実ホイール（２２５）を前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）に連結す
る後方継手（２２６、３１４）と、
  前記中実ホイール（２２５）と前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）との間に
配置されたタービン後方シャフト（２３０、３１６）であって、半径方向内向きに前記後
方継手（２２６、３１４）を通って前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）を介し
て流出するように圧縮機抽出流体の前記流れを導くように構成される前記タービン後方シ
ャフト（２３０、３１６）と
  を含むガスタービン組立体（１００）。
【請求項２】
  前記中実ホイール（２２５）が、最終段中実ホイール（３０２）を含む、請求項１に記
載の組立体（１００）。
【請求項３】
  圧縮機抽出流体の流れを含むガスタービン組立体（１００）であって、
  内部にボアを備えていない最終段中実ホイール（３０２）と、
  前記最終段中実ホイール（３０２）に隣接して配置されたタービン後方シャフト（２２
８、３１２）と、
  前記最終段中実ホイール（３０２）を前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）に
連結する後方継手（２２６、３１４）と、
  前記最終段中実ホイール（３０２）と前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）と
の間に配置されたタービン後方シャフト（２３０、３１６）であって、半径方向内向きに
前記後方継手（２２６、３１４）を通って前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）
を介して流出するように圧縮機抽出流体の前記流れを導くように構成される前記タービン
後方シャフト（２３０、３１６）と  を含むガスタービン組立体（１００）。
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【請求項４】
  前記最終段中実ホイール（３０２）の前方側（３０４）に隣接して配置された孔開きホ
イール（３１８）を更に含む、請求項１乃至３のいずれかに記載の組立体（１００）。
【請求項５】
  前記孔開きホイール（３１８）と前記最終段中実ホイール（３０２）とを連結する前方
継手を更に含む、請求項４に記載の組立体（１００）。
【請求項６】
  前記孔開きホイール（３１８）と前記最終段中実ホイール（３０２）との間に形成され
た前方ホイールスペースを更に含む、請求項４に記載の組立体（１００）。
【請求項７】
  前記最終段中実ホイール（３０２）と前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）と
前記タービン後方シャフト（２３０、３１６）との間に形成された後方ホイールスペース
を更に含む、請求項１乃至６のいずれかに記載の組立体（１００）。
【請求項８】
  前記最終段中実ホイールを貫通して軸方向に延びるダブテール溝を更に含む、請求項１
乃至７のいずれかに記載の組立体（１００）。
【請求項９】
  前記後方継手（２２６、３１４）の下流側に配置された流量制御装置であって、前記後
方継手（２２６、３１４）を通る圧縮機抽出流体の前記流れを計量するように構成される
前記流量制御装置を更に含み、
  前記流量制御装置が可変オリフィスを含む、請求項１乃至８のいずれかに記載の組立体
（１００）。
【請求項１０】
  内部にボアを備えていない、タービン組立体の最終段中実ホイール（２２４）とタービ
ン後方シャフト（２２８、３１２）との間の後方継手（２２６、３１４）をパージするた
めの方法であって、
  タービン組立体内に圧縮機抽出空気（２２０、３１０）の流れを流通させることと、
  前記最終段中実ホイール（３０２）と前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）と
の間にタービン後方シャフト（２３０、３１６）を配置することであって、前記タービン
後方シャフト（２３０、３１６）が前記後方継手（２２６、３１４）の周囲にエンクロー
ジャを形成する、前記配置することと、
  タービン後方シャフト（２３０、３１６）により、半径方向内向きに前記後方継手（２
２６、３１４）を通って前記タービン後方シャフト（２２８、３１２）から流出するよう
に圧縮機抽出流体の前記流れを導くことと
  を含む方法。
【請求項１１】
  前記後方継手（２２６、３１４）の下流側に配置された流量制御装置を使用して、前記
後方継手（２２６、３１４）を通る圧縮機抽出流体の前記流れを計量することと、
  圧縮機抽出流体の前記流れを使用して、前記後方継手（２２６、３１４）をパージする
ことを更に含む、請求項１０に記載の方法。
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